
第 44 回今治市中央公民館 俳句・短歌大会 

開催日 令和 8年 1月 25 日（日） 

日 時 【俳句大会】午前 10時 30 分～午後 1時 30 分 

    【短歌大会】午後 1時～午後 3時 50 分 

場 所 【俳句大会】中央公民館 2 階 第 1 会議室 

【短歌大会】中央公民館 2 階 第 1・2 学習室 

協 力 【俳句大会】しまなみ句会、櫟俳句会 

【短歌大会】二〇三八短歌会、今治短歌教室 
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【短歌大会】 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【俳句大会・受賞作品一覧】 

  

今治市長賞 

 

 胎の子にやさしく触るる獅子頭   渡辺芳子 

 

今治市議会議長賞 

 

 七種や笊をはみ出す水の音     山本佐惠美 

 

今治市教育委員会教育長賞 

 

 狭間からの頬に寒風海望む     村上千波 

 

今治市中央公民館館長賞  

  

寒椿一輪だけのおもてなし     近藤純二 

 

天守舞ふ鳶ゆったりと御慶かな   岡睦美 

 

ひと月の赤児ふにやふにや冬ぬくし 渡辺寿美 

 

しんがりを教師も走る寒稽古    武田みかん 

 

寒九郎力漲る神太鼓        重松絹子  

 

年新た今から夢を書く子供     秋山好美 

 

寒鴉夕闇一声嗄れて        井出博美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【短歌大会課題詠・受賞作品一覧】 

 

今治市長賞  

 

路地裏の褪せた暖簾の｢湯｣の文字を 

時おり揺らす人みたいな風        丸山かなえ 

 

今治市議会議長賞 

 

｢さよなら｣と｢忘れないよ｣の後悔を 

風にのせると夏が終わった         川又和志   

  

今治市教育長賞 

 

 性格も見た目も違う二人の子 

 身の裡ふかく同じ風持つ         矢野和子 

 

今治市中央公民館館長賞 

 

 飛魚が風のはなしをする朝  

 翡翠のように海は光りぬ          檜垣実生 

 

 恋猫の妖しき声のやまずして 

 春の闇夜に強き風吹く          山﨑澄子 

 

 冬なのに生かされたままの風鈴が 

 途切れ途切れに夏を歌ってる       川又郁人 

 

 病棟の窓をたたいて雨風は 

 浅き眠りに夜通しつづく         矢野あやめ 

 

 言葉では届かぬ距離があるとして 

 それでも風は頬を撫で行く        村上好胤 

 

 ねんごろに飼いならされた寂しさを 

 銀杏並木の風にあずける         梅原秀敏 

 

 ちちははと長き旅終へ鶴の子は 

 周桑平野の風にふくらむ         大賀康男 

 



 

 

【短歌大会自由詠・受賞作品一覧】 

 

今治市長賞 

 

 話し手の口びるじっと見る女の 

 手のひら舞ってことば生まれり      清水節美 

 

今治市議会議長賞 

 

 明日の朝食べるお米を仕掛け置く 

 安かろうとも高かろうとも        矢野あやめ 

 

今治市教育長賞 

 

 ラーメンも旅の寝床も分けてきた 

 その苦しみも半分くれぬか        上田是文 

 

今治市中央公民館館長賞 

 

 前夜にはココアが飲みたくなる不思議 

 わたしはわたしをあやして過ごす     川又和志 

 

 故郷のだんだん畑の彼岸花 

 過疎の村にもひとときの華        横田美貴子 

 

 家族葬で行ないましたと回覧板 

 隣家の不幸を知るよしもなし       富田清人 

 

 ひまわりの笑顔を見せる農道を 

 移住を決めたカップル通る        竹内芳子 

 

 角かくしに朱の打ち掛けのわが写真 

 飾りくれたる写真館も消ゆ        若林美知恵 

 

 勝ち抜きの相撲に負けて泣きじやくる 

 子に寄りそふは勝ちの子の母       𠮷尾浩彰 

 

 空晴れて蝉の鳴き声ききながら 

 デイサービスのむかえ待つ吾       小林政子 


